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各授業科目の評価方法は異なります。評価方法は ,「授業参加度」「リアクション・ペーパー」「レポート」「ミニ・
テスト」「授業内テスト」「定期試験」「実技・パフォーマンス」「評題」「ポートフォリオ」等となります。なおゼミナー
ルなど少人数の演習授業では口頭による発表報告なども評価方法としてあり得ます。試験の実施方法については ,
授業時に科目担当教員から説明を受けてください。また「シラバス」を確認してください。

学業成績の判定は ,S・A・B・C・D・E・P・Nをもって表し ,S・A・B・Cを合格とし ,DとEを不合格とします。
合格した授業科目については , 所定の単位数が与えられます。また , 修得単位として認定された科目はN（認定）
と表し所定の単位数が与えられます。履修中止手続きをした科目は Pと表します。これらを係数化して表したもの
が後述するGPAによる評価となります。その他 , 成績評価に疑問がある場合には成績発表後の定められた期間
内に , 教学サポート課に申し出てください。

定期試験を実施する場合は , 以下のとおりになります。

履修中止制度は，履修登録が完了した科目の授業を受けた結果，自分が勉強したい内容とは異なる場合や授
業についていけるだけの知識が不足していた場合など，以後の授業を受ける理由に乏しい場合に，当該科目の履
修を中止できる制度です。履修の中止をする場合は , 所定の期間内に手続きをしてください。この手続きを行わず
に , 試験等を受けなかった場合 , 不合格科目（Dまたは E 評価）として扱われ ,GPAを下げることになります。詳
細は ,「GPA（グレード・ポイント・アベレージ）制度について」を参照してください。

4 履修中止

5 成績評価と定期試験

成績評価の方法

成績評価

定期試験

種類 実施期間 対象科目

前学期末試験 7月下旬～ 8月上旬 前学期科目（4月～ 7月を授業期間とする科目）が対象

後学期末試験 1月下旬～ 2月上旬 後学期科目（9月～翌 1月を授業期間とする科目）が対象
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追試験

定期試験受験上の注意

① 履修登録した科目のみ受験ができます。
② 受験する授業科目については , 事前に掲示される試験時間割により試験室を確認してください。
③ 学生証を , 机上の通路側の見やすい位置に写真を表にして提示してください。学生証を忘れた場合は , 事前
に教学サポート課窓口で所定の手続きをしてください。

④ 試験室では , 試験監督者の指示に従ってください。
⑤ 試験開始後 20 分以上遅刻したものは , 受験することができません。途中退場は , 試験開始 30 分後から認
めます。なお , 答案用紙は退室時に必ず提出してください。

⑥ 答案用紙には , 学部 , 学年 , 氏名 , 学生番号 , 試験科目及び担当教員名をはっきりと記入してください。記
入のない場合は , 無効答案として扱われることがあります。

⑦ 不正行為を行った者は ,その試験期間中の試験は全て無効となり, 学則により, 退学・停学・受験停止など
の処分を受ける場合があります。

⑧ 携帯電話・モバイルツールの使用は認めません。使用した場合は不正行為とみなされます。

追試験は , 病気などやむを得ない理由のために定期試験を受験できなかった学生に対して行われます。追試験
の申し込みは , 定められた期間内に「試験欠席届」（所定用紙）に欠席の理由を証明する書類を添えて , 教学サポー
ト課窓口へ提出してください。

前学期末試験の追試験は原則として9月中旬に ,後学期末試験の追試験は2月中旬にそれぞれ実施されます。
追試験の申込みは , 次のいずれかに該当する場合に受け付けます。
・病気 , 交通事故等で通院又は入院を必要とした場合
・親族の死亡により葬儀に参列した場合
・公共交通機関の事故等による場合
・その他のやむを得ない事由による場合

ただし , 受験の可否は「試験欠席届」と欠席の事由を証明する書類に基づき , 審査します。
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成績評価基準

GPA とは

GPA の計算式

素点 評価 係数 基準 GPA 計算

合　格

100 ～ 90 点 S 4 総合到達目標に対して極めて優秀な成果を収めた科目

対象

89 ～ 80 点 A 3 総合到達目標に対して優秀な成果を収めた科目
79 ～ 70 点 B 2 総合到達目標に対して充分な成果を収めた科目
69 ～ 60 点 C 1 総合到達目標に対して最低限の成果を収めた科目

不合格
0～ 59 点 D 0 総合到達目標に達しなかった科目
ー E 0 成績評価を判定するに充分な指標を示せなかった科目
ー P ー 履修中止手続をとった科目

対象外
ー N ー 認定された科目

6 GPA（グレード・ポイント・アベレージ）制度

GPAは , 授業ごとの成績を判定基準に従い評価し , 各成績評価段階に係数（Grade Point）を付与して , 
1 単位当たりの平均値 (Grade Point Average)を算出する方法です。
GPAにより , 自分の学修の実績を把握することができます。また ,GPAは奨学生の選抜 , 派遣交換留学生の

決定などの判定材料になります。近年は企業の採用にもGPAを用いる傾向にあります。したがって科目履修に当
たってはGPAを考慮し , 綿密な学修計画を立てる必要があります。

①　GPAは，小数点以下第 3 位を四捨五入し，小数点以下第 2 位まで表示します。　
②　不合格と判定された科目（Ｄ及Ｅ評価）を次年度以降再履修した場合，累積 GPA 算出には最新の成績評

価を利用します。
③　「成績表」のGPAは，年度ごとの数値及び在籍期間中累積の平均値が記載されます。
④　成績証明書のGPAは，在籍期間中累積の平均値が記載されます。

※「自主創造の基礎1・2」の成績はGPAには利用しません。

※分母には P（履修中止科目），N（認定科目）は含みません。

（4×Sの修得単位数）＋（3×Aの修得単位数）＋（2×Bの修得単位数）＋（1×Cの修得単位数）
総履修単位数（S＋A＋B＋C＋D＋E）
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